
▶ 問題を抱える全ての人に支援を届ける
―包括的支援事業とは？
馬場：  高齢者、障がい者、児童など、それぞれの問題を支援する制

度はありますが、どの制度の枠組みにも入らない “はざま” に
いるために支援を受けられない人は多く、「8050 問題※」のよ
うに、複数の問題を抱えている世帯も少なくありません。こ
の事業ではそういった既存の制度では対応しきれない課題に
直接アプローチしたり複数の機関をつなげながら支援を行い
ます。こうした問題は埋もれがちなので、地域の方々と協力
して地域の課題やニーズを発見することにも力を入れていま
す。個人の課題を地域の課題と捉えることで、困っている人
を地域で支える仕組みをつくっていくという考えから、地域
支援・個別支援を一緒にすすめていく役割を担っています。

長濱： これまでの事業と違うのは、制度から漏れ、一見すると支え
手がない方に、私たちコミュニティソーシャルワーカー（CSW）
がその都度かかわり方を模索しながら寄り添っていける点で
す。まずは、ご本人と信頼関係を築くところから始めて一緒
に目標を考え、効果が見えるまで息の長い関わりを続けます。
私が今、担当しているのは、脳の病気をわずらっており自宅
療養中の方です。ご本人は就労を希望されていますが、体力
が回復していないため、当面は体力づくりを目標に、自宅近
くのいくつかの目的地まで一緒に歩いています。その結果、
徐々に心身の前向きな変化も現れてきています。

馬場：  ゴールを決めて、それに向けて支援する従来の「問題解決型
支援」に加えて、包括的支援はその人や世帯にとことん寄り
添う「伴走型支援」もあわせて行います。この点も、これま
での事業と違うところですね。

▶ 「地域共生社会」を目指して
―これまでの取り組みの成果、今後進めたいことは？
馬場： 事業立ち上げ時から、常に “制度のはざまの問題” に取り組

む姿勢を示し続けてきたことで、関係機関のネットワークは
広がり、連携も強固になりつつあります。地域の方々とも積
極的に関わることで頼ってもらえるようになり、様々な相談
が寄せられています。目指しているのは、支援をする側・受

ける側の垣根を越えて地域で相互に関わり、みんなでよりよ
い地域をつくっていく「地域共生社会」の実現です。包括的
支援事業は今後、その肝になっていくと考えています。包括
的支援の仕事は困りごとを制度に当てはめるものではなく、
一人ひとりの支援方法をオーダーメイドで考えていきます。
そのためにも、まずは目の前のニーズや課題にしっかりと向
きあっていきたいと思います。また、今後の課題としては、
まだ関わりきれていない分野や機関があるので更なるネット
ワークの拡大に努めたいと思います。

長濱：  私は入職 1 年目なので、最初はこの事業の重要性を十分に理
解できませんでした。でも、支援を重ねるにつれて、責任の
ある重要な仕事を任されていることを実感していきました。入
職当初は、知識・経験不足で、対応に悩むこともありましたが、
地域に出て直接支援を必要とする方から話を聞き、一緒に考
えることならできると思い、自分のできることから取り組んで
います。今後もこの姿勢を忘れず、支援を続けたいと思います。

▶ 一緒に考えることで、気付きや学びがある
―事業を進める中で感じたことは？
馬場： この事業での支援には、今までに経験のない柔軟な関わりや

新たな発想が求められる場合があります。長濱さんには主体
的に活動してもらっていますが、1 人で抱え込まないよう、私
と情報を共有しながら、2人で相談しながら取り組んでいます。
その中で、長濱さんの若い柔軟な考えや発想に気付かされる
ことがよくあります。最近は「自分で考えて、発信し、行動する」
ことに慣れてきたと同時に責任感が芽生え、頼もしくなって
きたと感じています。

長濱： この仕事に正解はありません。そのため、どのように対象者
と関わればいいのか、考えても分からないこともあります。
そんな時、馬場次長は一緒に考えたり丁寧に教えてくれるの
で、学ぶことは多いです。今後も経験を重ねて知識を養い、
自分で対応できる幅を広げたいと思います。

新たな取り組みに
チャレンジする２人

部下×上司

新しく始まった
包括的支援事　業って何？
名古屋市南区社会福祉協議会がモデル事業として取り組 んだ「包括的な相談支援体制構築のため
の調査事業」。この事業の内容や果たす役割などについて、 担当者に聞きました。

※「8050問題」80代の親が50代の子どもの生活を支えるという問題。
その背景には子どものひきこもりや経済的貧困等がある。
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（所属・役職は 2021 年 3 月現在）

（現行名称：重層的支援体制整備事業）
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